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１ 

・・・環境住宅のこれから・・・ 

 



しぜんごこちの家とは？ 
• しぜんごこちの家のパッシブとは・・・ 

      ひとのからだに、ひかり・かぜが触れること。多くのパッシブ住宅は、
ひかり・かぜが、家にあたったり、家の中にはいることであった。 

 

• ひとが対象である・・・ 

      その意味では、自然は、ひとの居場所に呼び込まれなければならないこ
とを示す。それは、住まい方に係わるということである。 

 

• アクティブな設備との両立・・・ 

      スマートハウス的な設備は、これからの家に搭載されていく。しぜんご
こちの家は、この流れに矛盾しない。ただ、設備等からでは、得られない
ものを提供する。 

 

 



ふたつの家の共通点？ 

２ 



ふたつの家の共通点？ 
• かぜ通しが悪いと指摘される間取り・・・ 

     裏側に窓がなくかぜが抜けない。表側に窓があってもかぜは入らない。 

 

• 夏のいごこちが悪いと指摘される 

     断熱性が期待より低いと指摘される・・・住宅の現状 

 

       

３ 

環境住宅とは？ 
• 基本的な意味で、周囲のかぜ・ひかりの取り入れも重視したい・・・ 

    ＣＯ２削減、省エネ 、そのための躯体性能・設備が言及されがちであるが。 

 

 

       
以降、「しぜんごこちの家」のプランのあり方を解説 
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• かぜを取り入れる 

     設計のあり方「かた」・・・奥に居室（奥の間）をとる。 

 

                                                   多くの住宅の裏側は、キッチンや水廻りであ 

                                                   り、窓が取れないことが多い。裏に居室が取 

                                                   れれば、裏にも「窓」が確保される。「窓」 

                                                   は、かぜの出口である（裏から奥へ）。 
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• 個室階には「風の廊下」をとる・・・他の個室を経由しなくてもかぜが流れる、
かぜの道をつくる 

• 屋根の上空を流れるかぜは、最上階の「風の廊下」にかぜを引き込む。そのかぜ
は、階段や吹き抜けを通じて、下階の「風の廊下」にかぜを引き込む。     

 

• （補足） 

      裏に水廻りが来て「窓」が 

      取れない場合は、 通風機能 

      のある建具によって、洗面所 

      や風呂場の窓を駆使して通風 

      を図る。床に沿った低い位置に 

       かぜを通したい。 

   （写真は試作） 
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• かぜを取り入れる・・・ 

     かぜの出口をしっかりと取る。上空のかぜを利用する。 

 

    かぜの出口が確保されなければ、屋内にかぜは 入ってこない。密集地で
あっても、屋根の上にかぜは流れる。 

 

 

     

 

    複雑なかぜの流れを上記のような簡略な設計思想にまとめることが重要 

    である。実際は、かぜの流れは一律ではなく、このような流れではない 

     ことも多い。しかし、大まかな意味で、屋内の通風は担保できる。 

 

 
 

 

 

 

 



9:時 12時 15時 

ひかりの取り入れ方の概念 
        自然を取り入れる 

陽は刻々 

と 

移動する 

よくある 

日射の説明図 

７ 



 

• ひかりを受け入れる・・・ 

    窓前の、陽が入り続けるところに居場所をつくる。 

     陽の動きに合わせて、からだが移動できるような居場所をつくる。 

 

                                                 陽は刻々と変化する。「よくある日射の図」は、 

                                                 一時刻を表しているにすぎない。 
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• ひかりを取り入れる 

     設計のあり方「かた」・・・ 

   「窓」に接して、窓辺の居場所「窓の場」をとる。 

    窓前は長時間、陽の当たる場である。 

   （かぜをひとが受け止めやすい場でもある） 

                                      

                                                      奥からのやわらい陽「拡散光」「反射光」 

                                                      も 積極的に、無駄なく利用する。 
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• 「窓の場」・・・窓前は長い間陽の当たる場である。と同時に、陽の移動 

                                 に対応して、ひとが動ける「線の場」「面の場」である。 

                                  従来の家具は、そこに居るという「点の場」である。 

 

• あえて「段差」の場をつくる・・・段差は居場所「線の場」となる。 

                                                               ただの通過動線のままで終わらせない。 

 

 

 

 



実例紹介 
その１ 

１０ 



しぜんごこちの家 

横浜Ｏ街かど展示場 

１１ 



奥の間 

奥の間 

１２ 



窓の場 その１ 

１３ 



窓の場 その２ 

１４ 



エコとは？ 

ＥＣＯＬＯＧＹ 

「生態学」=生物と環境の関係を取り
扱う学問 

 

ＥＣＯＮＯＭＹから来る「節約」「安
さ」に寄り過ぎてはいないだろうか。 

 

◎ひとと家、住まい方という視点 

「いごこちの良さ」というキーワード 

 

１５ 



住まいにおける「いごこち」についてどう思うか 

 

いごこちよく過ごすことは住
まいの基本である 

居心地の良さは、住まいの基本的な要件 

 

一日の環境や季節の変化を 

感じられるのはここちよい 

季節の変化や、一日のうちでの 

日射や通風の変化があること 

変化（季節・時間・過ご方）
が、いごこちと関係 

家族・夫婦の時間と、 

一人でいる時間を創れること 

・・・・ 
 

１６ 



どんな時に「いごこちの良さ」
を感じるか 

〇一人の時間 

   ひとりでのんびりしている、寛いでいる 

   ひとりで何かしている 

〇家族との時間 

   家族との会話・コミュニケーション 

   夫・妻と過ごす時間 

   家族の姿を見守る 

   子ども（孫）と過ごす時間 

１７ 



「いごこち良く住まう」ために
大切なこと 

〇のんびりと何も考えない 

    マイペースで過ごせる 

〇リラックス 

   休息 

〇周囲の 

    自然環境 

１８ 



いごこちの良さの視点 

家族（みんな）・
夫婦・ひとりと関
わること。 かぜ・ひかり 

（みどり）などの
環境が影響する。 

１９ 



ひかり・かぜを取り入れる 

ことで達成されるここちよさ 

住まいのここちよいシーン 

ひかり・かぜがここちよい 

いいイエ 
２０ 



実例紹介 
その2 

２１ 



しぜんごこち３階 

大宮Ａ街かど展示場 

五更観月の家（ごこうかんげつのいえ） 

ぼんやりの時間を過ごす 

 

明け方４時頃を戌夜（ぼや）という。 

そのほんのりした明るさを 

「ぼんやり」といったことが語源。 

戌夜（ぼや）の時間帯を五更（ごこう） 

とも言う。 

２２ 



平面 

２３ 



みんなの居場所 

（家居の団欒） 

 

２４ 

2階 



みんなの居場所 
• ふたつの団欒・・・家族が同じ場所に集まること？ 

• 「家居（イエイ）」の団欒・・・家族のパーソナル化した時間を認めつつ、
それを団欒とする住まい方。団欒の意味は拡大している。団欒は、凝縮され
た団 欒 のイメージから、家族が、何気に、その辺にいると いう感覚へ。見え
ない場がある方が、居やすい場合もある。 

 

• 「円居（マドイ）」の団欒・・・皆が一堂に集い、共通の話題で寛ぐ、本
来の団欒を大切にした住まい方。 

 

 

• 家居の工夫・・・空間のあちこちに、腰かける段差や、パーソナルチェア、 

     テーブルで、居場所をたくさんつくる。移動可能な家具にすることで居場 

     所の距離をとったり、くっついたりすることができる。居場所が少なかっ 

     たり、距離が近かったりすると、個室の方が居やすい場所になってしまう。 

      たくさんの居場所の環境は一律ではないように配慮する。（明るさ・暗さ、 

   日差しの強弱、涼しさ、温かさ・・・）だから、その時々の心地よい居場 

     所を選ぶことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



みんなの居場所 

（家居の団欒） 

 

２５ 



みんなの居場所 

・円居の工夫・・・基本的に食事の場は、皆が顔を合わせて団欒できる室礼
（しつらい）になっている。そこを、皆が一堂に集う団欒の場とする。基本
となるのは、食事の機会であるから、飽きの来ない変化ある食事の場の演出
が円居のポイントである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ひとりの居場所 

２６ 

2階 

3階 



ひとりの居場所 

・家の中に、ひとりでごろごろできたり、ぼんやりできる場は 

    あるだろうか？ 

 

・ぼんやりの条件は 

    夏場は、かぜやひかげで涼しく、冬場はぽかぽか暖かい場所 

    自由な姿勢がとりやすい 

    眺めに関わる 

    

・ 写真のベランダはみんなの場所でもあるが、ひとりでいれば、 

    ぼんやり過ごせる場となる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



夫婦の居場所 

２８ 

1階 



夫婦の居場所 

                                                           ・夫婦の居場所は、単なる寝室ではない。 

                                                           ・夫婦の大切な語らいの場としたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ご清聴ありがとうございました。 

 
旭化成ホームズ(株)くらしのベーション研究所 

ＥＥＥＥ 

３０ 

ＥＣＯＬＯＧＹ 

ＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ 

ＥＮＥＲＧＹ 

ＥＣＯＮＯＭＹ・・・・ 


